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 ８月定例教育委員会会議録 

開 催 年 月 日 令和３年８月２０日（金） 

開 催 日 時 午後３時００分 

開 催 場 所 別館３階 大会議室 

出 席 委 員 

教 育 長  三笘 眞治郎 

委   員  永 山  真 江 

委   員  木 下  靖 郎 

職務代理者  岡 部  博 昭 

委   員  諌 本  憲 司 

委   員  奧 平  和 子 

出 席 参 与 

教 育 次 長 河野 徹 

学 校 教 育 課 長 西胤 英明 

スポーツ振興課長 本川 明 

 教 育 総 務 課 長 塚原 美保 

 社 会 教 育 課 長 園田恭一郎 

 学 校 給 食 課 長 羽田 康浩 

書 記 教育総務課 総務企画係 主幹（総括） 渡辺 寛幸 

附 議 議 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第55号 令和３年度日田市一般会計補正予算教育費について 

議案第56号 日田市民文化会館運営委員会委員の委嘱について 

議案第57号 日田市学校給食調理場の組織及び管理に関する規則

の一部改正について 

議案第58号 日田市学校給食運営協議会設置要綱の廃止について 

議案第59号 日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対

象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告

示の一部改正について 

協議事項１ 表彰選考審査会委員の推薦について 

協議事項２ 日田市総合計画審議会委員の推薦について 

報告第19号 令和３年７月期寄附採納について 

報告第20号 令和３年度大分県学力定着状況調査結果について 

報告第21号 東京 2020 オリンピック事前キャンプの終了及びパラ

リンピック採火式・ビジットの実施について 
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 皆さん、こんにちは。 

ただいまから８月の定例教育委員会を開催いたします。 

前回議事録の確認でございますが、７月定例教育委員会の議事

録について、変更はございませんでしょうか。（「はい」と呼ぶ

者あり） 

御了解いただきましたら、本会議終了後に署名をお願いいたし

ます。 

続きまして、教育長の一般報告につきましては、御手元に配付

しております資料により報告とさせていただきます。 

それでは、議事に入りたいと思います。 

議案第５５号について説明をお願いします。 

 

議案集の１ページをお願いいたします。 

議案第５５号 令和３年度日田市一般会計補正予算教育費につ

いてでございます。別冊１の資料により御説明いたします。 

初めに、資料４ページの歳出予算の事項別明細書をご覧くださ

い。 

今回の補正は、表の１番上の左端の数字、教育費予算の総額 

４４億１,５０３万３,０００円に補正額６８５万２,０００円を追

加し、補正後の総額を４４億２,１８８万５,０００円とするもの

でございます。 

それでは１ページにお戻りください。 

各事業の補正予算の概要につきまして、担当課から説明をさせ

ていただきます。 

初めに、教育総務課でございます。Ｎｏ.１ 小学校管理運営費

です。 

本事業は、小学校施設の維持管理に係る経費を計上するもので

ございます。 

今回、特別な配慮を要する児童の入学に対応するため、当初予

定していなかったシャワー設置やトイレの洋式化、教室の増設に

伴うエアコン設置等の対応が必要となったこと、また、他市で発

生しました事故を受けて、学校施設・設備の緊急点検を行った結

果、修理が必要と判断されるものが新たに発生したことから、不

足する工事請負費について増額補正を要求するものでございま

す。 

補正額は、補正内訳に記載のとおり４００万円の増額で、財源

は全て一般財源でございます。 

次に、Ｎｏ.２ 中学校管理運営費です。 

本事業は、中学校施設の維持管理に係る経費を計上するもので
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ございます。 

本年度の東部中学校３年生については、学級編制の標準等に基

づき、２年生時の１６１名・５クラスから１６０名・４クラスと

なり、１クラス当たりの人数が３３名から４０名に増加しており

ます。 

東部中学校の普通教室の空調機は冷房専用で、冬季はストーブ

を設置していたところ、１クラス当たりの生徒数の増加に加え、

感染症対策のため、生徒の間隔を確保する必要があり、ストーブ

を置くスペースが取れなくなったことから、空調機を冷暖房エア

コンに変更するための経費について、増額補正を要求するもので

ございます。 

なお、東部中学校については、令和４年度に計画しております

大規模改修に合わせて、冷房専用空調機を冷暖房エアコンに更新

する予定としていることから、今年度はレンタルでの対応を行う

ものでございます。 

補正額は補正内訳のとおり、使用料及び賃借料で１５４万 

４,０００円、財源は全て一般財源でございます。以上でございま

す。 

 

２ページをお願いします。 

Ｎｏ.３ 修学旅行保護者負担支援事業についてでございます。 

本事業は、令和３年度の市内中学校２年生の修学旅行につい

て、当初は１１月に関西方面の旅行を予定しておりましたが、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大により、関西方面への旅行に

ついては中止することとなったため、市が保護者へ交付する補助

金について増額補正するものでございます。 

本来、現２年生の修学旅行につきましては、昨年度９月の修学

旅行委員会において、その時点では、例年どおり関西方面の旅行

ということを決定しておりましたが、本年度になりましても、関

西方面の感染状況を踏まえた場合、１１月においても実施が困難

であるとの判断のもと、５月下旬の修学旅行委員会において、関

西方面の旅行については中止を決定したものでございます。 

これに伴いまして、３ページの一覧表で示しますように、市内

１２中学校２年生の生徒５９７名分について、総額１３０万 

７,９００円のキャンセル料が発生しております。 

財源の内訳は、一般財源として１３０万８,０００円としており

ます。 

現時点におきましては、代替案として同じく１１月に熊本・鹿

児島方面へ１泊２日の旅行を予定しておりますが、今後の感染状
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況を踏まえて最終的な実施案を修学旅行委員会、それから、市教

委で協議をしながら決定していく予定としております。以上でご

ざいます。 

 

議案第５５号 令和３年度日田市一般会計補正予算教育費につ

いての説明でございました。 

これについて何か御質疑はございませんでしょうか。 

 

Ｎｏ.１ですが、特別な配慮を要するお子さんの入学について、

金額は１校分かと思いますけれども、今後も十分考えられるとい

いますか、医療ケアが必要だったり、そういうときに順次、市内

の学校は最低限のレベルを揃えるような計画などはあるのでしょ

うか。 

 

現在のところは、配慮が必要な児童・生徒が入学するというこ

とが分かった時点で、対応させていただいているところでござい

ますが、事前に準備するというところまでは、至ってないところ

でございます。ただし、予算につきましては、使い道が決まって

ない部分も含めて、予算をつけるようには努めておりますので、

その中で優先順位の高いものから施工させていただいているとこ

ろでございます。 

今回も、元々１,０００万円の予算がありましたが、その中で優

先する特別支援の分、学校数では３校分を先行させていただいて

いるところでありますので、入学に合わせて、早急に対応ができ

るように努めてまいりたいと思っております。 

 

ほかに何かございませんでしょうか。 

なければ議案第５５号については、原案の通り可決してもよろ

しいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

議案第５５号 令和３年度日田市一般会計補正予算教育費につ

いては、原案の通り可決されました。 

続きまして、議案第５６号について説明をお願いします。 

 

議案集の２ページからお願いいたします。 

議案第５６号 日田市民文化会館運営委員会委員の委嘱につい

てでございます。 

委員のうち、１名に異動がございましたことから、関係条文に

つきましては４ページに記載しておりますが、日田市民文化会館

の設置及び管理に関する条例第８条第２項の規定に基づき、後任
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の委員の委嘱をお願いするものでございます。 

新しい委員は、記載のとおり和田様の１名でございまして、３

ページに資料として選任前の名簿を記載しておりますが、網かけ

部分の髙倉委員に代わりまして、母体でございます自治会連合会

から、新たに選出されたものでございます。 

なお、任期につきましては、８月１日から前委員の残任期間の

令和４年６月３０日までとするものでございます。 

以上でございます。 

 

議案第５６号 日田市民文化会館運営委員会委員の委嘱につい

ての説明でございました。 

これについて何か御質疑はございませんでしょうか。 

なければ議案第５６号については、原案の通り可決してもよろ

しいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

議案第５６号 日田市民文化会館運営委員会委員の委嘱につい

ては、原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第５７号から第５９号について一括説明をお

願いいたします。 

 

５ページをご覧ください。 

議案第５７号 日田市学校給食調理場の組織及び管理に関する

規則の一部改正について、続いて７ページの議案第５８号 日田

市学校給食運営協議会設置要綱の廃止について、それから８ペー

ジの議案第５９号 日田市補助金等交付規則第４条の規定による

補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一

部改正についてを一括して御説明申し上げます。 

議案集の１０ページをお願いいたします。 

改正の理由でございますが、学校給食費の公会計化に伴いまし

て、学校給食運営協議会が解散したことから、関係要綱の廃止及

び所要の措置を講ずるものでございます。 

改正の内容でございます。 

議案第５７号 日田市学校給食調理場の組織及び管理に関する

規則につきましては、第４条の調理場の分掌事務から「学校給食

運営協議会に関すること」を削除し、また、第５条の学校給食運

営協議会に関する条項を削除いたします。 

次に議案第５８号 日田市学校給食運営協議会設置要綱につき

ましては、この要綱自体を廃止いたします。 

次の議案第５９号 日田市補助金等交付規則第４条の規定によ

る補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告示に
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つきましては、学校給食運営協議会に対して交付しておりました

「学校給食運営協議会補助金」を削除いたします。 

施行日につきまして、規則については公布の日、告示について

は公示の日から施行いたします。 

学校給食運営協議会解散に関する内容でございます。 

解散の趣旨といたしまして、学校給食費の公会計化に伴い、学

校給食運営協議会で行ってきました給食運営を日田市が行うよう

になりましたことから、「学校給食運営協議会」を解散するもの

でございます。 

解散の承認を得た日といたしまして、令和３年２月に、記載し

ております各運営協議会で御審議いただいた日をもって承認いた

だいております。 

学校給食の公会計化につきましては、令和３年４月１日から

行っております。 

次に運営協議会の解散の時期でございますが、日田市に対して

各運営協議会が有する余剰金を寄附するとともに、未収金、債権

を譲渡した日をもって解散することとしておりましたので、譲渡

日を１番下に書いております令和３年８月１３日といたしており

ます。 

余剰金と譲渡債権につきましては、こちらの表にありますとお

り、日田市の学校給食運営協議会につきましては、一般会計で 

１,３６２万９,１５１円、特別会計で１,２００万６,１９９円、

債権が４件で９万３,５７０円でございます。 

前津江が寄附金１０万８,２１４円で、債権はございません。 

津江が寄附金１９万７,１５６円、債権が１件で２万２,５００

円でございます。 

大山が寄附金１,０５１円、債権が１件で１万２,６００円、天

瀬が寄附金９,８７５円で債権はございません。 

合計で寄附金が２,５９５万１,６４６円、譲渡債権が６件、 

１２万８,６７０円となっております。以上でございます。 

 

議案第５７号から第５９号について一括説明をしていただきま

した。 

学校給食費の公会計化に伴い、学校給食運営協議会が解散した

ことから所要の処置を講じるものであるとの説明をしていただき

ましたが、これについて何か御質疑はございませんでしょうか。 

 

１１ページの項番４の⑷の余剰金に関する表のところですけれ

ども、認識不足かもしれませんが、学校給食の運営については、
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余剰金は発生しないと私は認識していたわけですが、これを見ま

すと、約２,５００万円の余剰金があるということでございます

が、内容について教えていただければと思います。 

 

この約２,５００万の余剰金につきましては、当然、単年度でし

たら、その年に使い切るような形で予算は組んでおりますが、野

菜等が安くなったりとかしますと、どうしても単年度で余剰金が

出ております。 

それに加えまして、インフルエンザや台風等による、食材の還

付と申しますか、食材の補填みたいな部分があります。 

その部分について余剰金を積み立てておかないと払えないとい

う部分もありましたので、積み立てておりましたところ、旧郡部

の余剰金につきましては少ないですが、旧日田市につきまして

は、食数が多い関係で入札などを行えばかなり下がってくるとい

う部分がありまして、余剰金として多めに出ているということで

ございます。以上です。 

 

わかりました。今後、また余剰金が出るといったときには、保

護者なりに還元する予定はあるのでしょうか。 

 

今後につきましては、なるべく保護者の給食費イコール食材費

としていきたいと思いますが、公会計になりますので、逆に足り

ない場合は、市のお金から支出するということになりますので、

予定よりも食材費がかからないという場合につきましても、それ

はまた市の会計に入っていくことになりますので、保護者への還

付ということはないと考えております。 

 

ほかに何か御質疑はございませんでしょうか。 

なければ、議案第５７号、５８号、５９号につきましては、原

案のとおり可決してもよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者

あり） 

議案第５７号、５８号、５９号については、原案の通り可決さ

れました。議案については、以上でございます。 

続きまして協議事項に入ります。 

 

議案集の１２ページをご覧ください。 

協議事項１ 表彰選考審査会委員の推薦についてでございま

す。 

７月２０日付けで市長部局より任期満了に伴う表彰選考審査会
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委員の推薦について依頼を受けております。 

１４ページをご覧ください。根拠条例を掲載しておりますが、

第２条に規定しておりますとおり、表彰選考審査会は、市政功労

者及び善行者の候補者の選考について、市長の諮問に応じ調査審

議するために設置するものでございます。 

委員の任期は１年で、次期委員の任期は令和３年１０月１日か

ら令和４年９月３０日まででございます。 

１３ページに現在の委員名簿を掲載しております。 

教育委員の方の中から１名の推薦依頼でございますので、御協

議をお願いいたします。 

 

表彰選考審査会委員の推薦についての説明でございました。 

教育委員の方から御推薦いただきたいということでございます

が、どなたか御推薦いただけますでしょうか。 

 

委員の方々の任期、それから、他の充て職との兼ね合いを勘案

しまして、表彰選考審査会委員には、永山委員をご推挙いたしま

す。 

 

永山委員を推薦したいという御発言でございました。ほかにご

ざいませんでしょうか。 

永山委員、御推薦いただきましたけれども、いかがでございま

しょうか。 

 

お受けいたします。 

 

それでは永山委員にお受けいただけるということでございます

ので、事務局で推薦の手続をお願いいたします。 

それでは、次の協議事項をお願いします。 

 

協議事項２に移らせていただきます。議案集の１５ページをご

覧ください。 

協議事項２ 日田市総合計画審議会委員の推薦についてでござ

います。 

７月３０日付けで、市長部局より任期満了に伴う日田市総合計

画審議会委員の推薦について依頼を受けております。 

１７ページをご覧ください。根拠条例を掲載しておりますが、

第３条に規定しておりますとおり、総合計画審議会は、日田市総

合計画の策定及び日田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定
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に関し必要な事項について、市長の諮問に応じ、審議、答申を行

うために設置するものでございます。 

現在の委員の任期満了は、令和３年９月２９日まででございま

して、次期委員の任期は、委嘱の日から２年間でございます。 

１６ページに現在の委員名簿を掲載しております。 

教育委員の方の中から１名の推薦依頼でございますので、御協

議をお願いいたします。 

 

日田市総合計画審議会委員についての説明でございました。 

推薦についてということで、教育委員の方の中から、どなたか

推薦をお願いいたします。 

 

先ほどの表彰選考審査会委員と同じ理由によりまして、諌本委

員を御推挙いたします。 

 

諌本委員を推薦したいということでございますけれども、諌本

委員、いかがでございましょうか。 

 

お受けいたします。 

 

諌本委員に御了承いただき、諌本委員を推薦したいと思います

がよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

それでは事務局で推薦の手続をお願いいたします。 

協議事項は、以上でございます。 

続きまして報告事項に入ります。 

 

議案集の１８ページをお願いいたします。報告第１９号 令和

３年７月期寄附採納についてでございます。 

まず、地区寄附の採納が１団体１件あり、市内のスポーツ団体

から用具庫及び収納庫を相当額は不明でございますが、御寄附を

いただいております。 

これは今回、スポーツ団体の解散に伴いまして、活動の際に使

用していた用具庫及び収納庫を石井小学校へ御寄附いただいたも

のでございます。 

次に、一般寄附の採納が１名１件でございまして、別府市の芦

刈昌信様から市内の小中学校へ１冊ずつ、淡窓図書館へ２冊、計

３２冊の詩集「あなたと出会うために」、５万１,２００円相当を

御寄附いただいております。 

芦刈様は筋ジストロフィーを患っており、別府市内の病院で療
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養生活を送っておりまして、様々な方の支援をいただいている自

分自身が書いた詩集を通しまして、命の大切さを伝えたいと、こ

のたび御寄附をいただいたものでございます。 

７月につきましては、以上２件、物品相当額５万１,２００円の

御寄附をいただいております。報告第１９号につきましては、以

上でございます。 

 

７月期寄附採納についての報告でございました。これについて

何か御質疑はございますか。 

ないようですので、続きまして報告第２０号について説明をお

願いします。 

 

報告第２０号 令和３年度大分県学力定着状況調査結果につい

てでございます。 

別冊２ 令和３年度大分県学力定着状況調査結果について説明

を申し上げます。 

まず１ページをお願いします。調査の概要です。 

本年の調査は、令和３年４月２０日に実施し、対象学年は、小

学校５年生５７１人、中学校２年生５５５人となっております。 

調査内容は、学習到達度として、小学校５年生が国語・算数・

理科、中学校２年生が国語・数学・理科・英語・社会となってお

ります。これ以外に、学習や生活についての実態調査等に関する

質問紙も行っております。 

続いて、令和３年度調査結果についてでございます。 

色つき部分につきましては、全国偏差値が５０以上となってお

ります。 

初めに小学校５年生についてですが、教科全体、それから知識

活用といった観点別全てにおいて、偏差値５０を超えておりまし

て、全体的に５１、５２ということで、大変良好な結果となって

おります。 

中学校２年生につきましては、教科全体の５教科全てで全国平

均を超えておりまして、一定程度の学力は定着していると見てお

ります。 

しかしながら、知識・活用といった観点別の結果につきまして

は、国語を除き、活用が社会、数学、理科、英語の４教科につい

て、５０に達しておりませんので、ここについては課題が明確に

なったということになります。 

習った知識を授業の中で活用する場面を設ける等、授業改善に

継続的に取り組んでいかなければなりません。 
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続いて３ページをお願いします。 

総合質問紙調査結果についてでございます。 

まず初めに、自己認識・社会性等に関する質問につきまして

は、４つ目の「お祭りやボランティア活動など、地域の行事に参

加していますか」との質問に対して、これまで同様、小学校５年

生、中学校２年生ともに、全国、それから大分県の数値を大きく

上回る良好な結果となっております。 

しかしながら、生活習慣・家庭での学習習慣に対する質問につ

きましては、４つ目の「平日の携帯電話やスマートフォン、メー

ル、インターネットの活用時間の２時間未満である児童生徒の割

合」が、小学校５年生、中学校２年生ともに概ね大分県の平均と

同様の結果ではありますが、これを経年で見た場合、小学校５年

生は、これまで９０％台だったものが８８％と、それから中学校

２年生につきましても８０％台だったものが、今年度につきまし

ては７５．４％となっております。 

本調査は４月に実施しましたことから、実質的には昨年度の実

態を示しております。 

昨年度につきましては、年間を通して新型コロナウイルス感染

症対策のため自宅で過ごすことが多かったことから、こういった

ことも影響しているのではないかということで、今後、より一層

精査していく必要があると考えております。 

４ページをお願いします。教科に関することでございます。 

概ね小学校５年生については、県と同様ですが、中学校２年生

は、「教科が好き」、「教科の勉強が分かる」という項目につい

て、理科の勉強が好きという以外において、県を下回るという結

果になっております。やはり、授業改善を図る必要があろうかと

捉えておりますし、その下の授業での学習状況につきましても、

概ね県と同様の結果でありますが、中学校２年生の欄の１番上の

「クラスや友だちの間で話し合いをするとき、自分の意見を積極

的に発言するほうですか」という点については、県平均から約１

０ポイント下回っておりますので、新型コロナウイルス感染対策

の関係で協働的な学びがやりづらかったという点はあるかと思い

ますが、やはり、授業改善に尽きるというふうに考えておりま

す。 

これらを踏まえて５ページをお願いします。 

現状と分析についてでございます。 

まず、小学校５年生につきましては、⑵のところで成果と課題

を表にしておりますので、御参照いただければと思います。 

これらを踏まえた分析についてです。白マルの３つ目です。記
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述による解答形式の正答率が全ての教科で全国値を上回ってお

り、各教科で自分の考えを書く活動や、ペア・少人数で自分の考

えを伝え合う活動が、各校で実践されていると考えられます。 

一方、課題としましては、４つ目のマルの３行目から、「教科

の勉強が好き」と答える児童の割合が、社会を除いて全国を下

回っておりますことから、「主体的に学習に取り組む態度の育

成」が課題となったというふうに考えております。 

続きまして６ページをお願いします。 

中学校２年生につきましても、⑵の成果と課題を一覧表に示し

ております。 

これを踏まえた分析としましては、マルの２つ目の昨年度１月

実施の日田市実施分学力調査におきましては、課題が見られた知

識・技能の定着については、３学期の補充学習等により改善が認

められました。 

一方、マルの４つ目です。各学校はグループでの話合いの機会

を確保していますが、「積極的に考えを表現する」生徒がやや少

ないことから、考えを交流する場面における「視点・目的を明確

にして可能な限り多くの生徒に発言させる授業における工夫等」

が求められると考えております。 

これらの分析を踏まえた上での今後の取組についてでございま

す。 

７ページをお願いします。 

まず１点目は、授業改善の推進、学習定着状況の確実な把握、

個に応じた指導の充実という三つの柱を中心に据え、４月から取

り組んでおります日田市学力向上の取組の継続でございます。 

授業改善の推進につきましては、つけたい力を明確にした授業

づくり、学習定着状況の確実な把握につきましては、日常の家庭

学習等に加えて、評価テストや単元末テスト等による定期的、客

観的な定着状況の把握を図っていきます。 

また、個に応じた指導の充実につきましては、単元末の習熟度

別学習等により、補充学習を推進していきたいと考えておりま

す。 

これに加えまして、本調査に特化した取組につきましては、現

在、８月下旬までに各学校において、学校ごとの調査分析を行

い、成果と課題を明らかにしたうえで、今後の授業改善の取組を

図っていくこととしており、８月末から９月初めに、各学校にお

いて学力向上会議を開催いたしますので、そこでの意見も踏まえ

て、今後の取組を進めていくこととしております。以上でござい

ます。 



 13

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 教 育 課 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分県の学力定着状況調査の結果についての説明でございまし

た。これについて何か御質問はございませんでしょうか。 

昨年が、新型コロナウイルスの影響で、非常に変則的な１年間

を過ごしたということで、この調査については大変関心が高かっ

たところですけれども、概ね全国平均、小学校は全て全国値を超

えて良好な結果であったということでございます。 

中学校も全国値の５０に達したというところでございました。 

全国の調査は、今後分かるということでよろしいでしょうか。 

 

全国調査につきましては、例年４月の同時期に実施していまし

たが、今年度については、５月末に実施されましたので、結果に

つきましては、８月末に届く予定になっており、それを分析して

また報告したいと考えております。 

 

また、全国調査の結果が明らかになり、そのときに小学校６年

生と中学校３年生の結果が分かるということでございますので、

それも合わせて分析してみたいと思っているところです。それで

は、次にまいりたいと思います。 

報告第２１号について説明をお願いします。 

 

議案集の１９ページをお願いいたします。 

報告第２１号 東京２０２０オリンピック事前キャンプの終了

及びパラリンピック採火式・ビジットの実施について御報告いた

します。 

まず、事前キャンプについて御報告します。日田市では、カメ

ルーン共和国選手団、また、フェンシング・エペ競技日本代表

チーム及びウクライナ代表チームの事前キャンプの受入れを行い

ました。カメルーン選手団につきましては、７月５日から１８

日、陸上競技の選手については、２５日まで日田市に滞在をして

おります。 

選手団総数としまして２６名、選手１２名、監督・コーチ７

名、医療関係者及びスタッフとして７名の全２６名でございま

す。 

競技につきましては、陸上、ボクシング、重量挙げ、柔道、レ

スリング、水泳、卓球などの７競技、宿泊先につきましては、ホ

テルソシアを利用しております。 

練習会場につきましては、大山体育館、日田市陸上競技場、竹

田公園プール等を活用しております。 

歓迎式につきましては、７月５日にホテルソシアの駐車場で
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行っております。記念品として、日田下駄を選手全員にプレゼン

トしております。 

この期間中、７月１５日になりますが、中津江村の鯛生スポー

ツセンターに日韓ワールドカップで訪れた施設ですけれども、こ

ちらのほうに選手が訪問しております。 

そこでは、中津江村の方々から応援グッズの贈呈、また、途中

の道におきまして、津江小・中学校前、中津江むらづくり役場

前、中津江振興局・なかつえ保育園前で、住民の方からのご声援

をいただいております。 

また、学校給食におきまして、カメルーン料理の提供を行って

おります。そのほか、ホテルでのカメルーン料理の提供、市から

スイカの差し入れを行ったところでございます。 

続きまして、フェンシングにつきましては、日本代表１８名

を、７月１日から２１日の間、ウクライナ代表２１名を７月１７

日から２２日の間、受け入れております。選手総数としまして

は、日本代表が１８名、ウクライナ代表が２１名で、合計３９名

でございました。 

滞在先につきましては、カメルーン同様、ホテルソシアを利用

しております。 

２０ページをお願いいたします。 

練習会場につきましては、日田市総合体育館を活用しておりま

す。 

歓迎式につきましては、日本代表を７月１２日、ウクライナ代

表を７月１８日に、それぞれ総合体育館で行ったところでござい

ます。 

記念品として、日田杉木製タンブラーを日本及びウクライナの

選手団にプレゼントしております。 

その他としまして、選手団に対し、日田ジュニアフェンシング

クラブの選手の皆さんから国旗への寄せ書き、それと、学校給食

において、ウクライナ料理の提供を行っております。また、尺玉

スイカにつきましても、差し入れを行ったところでございます。 

御存じのとおり、フェンシングにつきましては、日本代表がエ

ペ競技の男子団体におきまして金メダルを獲得しております。庁

舎南側に懸垂幕を掲げております。 

また、昨日になりますが、メダリストから色紙と御礼の動画を

送っていただいておりましたので、ホームページにアップして、

市民の方々へ周知をさせていただいているところでございます。 

続きまして、パラリンピックの採火式・ビジットの実施につい

て御報告いたします。 
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今月の２４日から東京２０２０パラリンピックが開催されま

す。 

それに先立ちまして、大分県のパラリンピックの火の採火式を

８月１６日の９時から日田市陸上競技場で行いました。当日は、

大雨警報が出されておりましたので、日田市内障害者団体の代表

１名の方によりまして、火を起こさせていただきました。その

後、その火を市役所のロビーで展示し、１６時から行われます県

の集火式、別府市の「太陽の家」になりますけれども、そちらの

ほうにその火を持って行きまして、県の集火に参加させていただ

きました。以上でございます。 

 

報告第２１号 東京２０２０オリンピック事前キャンプの終了

及びパラリンピック採火式・ビジットの実施についての説明でご

ざいました。これについて何か御質疑はございませんか。 

特にフェンシング・エペ団体が金メダルということで、テレビ

でご覧になったと思いますけれど、本当にすばらしい感動を与え

ていただいたと思っております。 

また今後も、フェンシングは引き続きありますでしょうか。 

 

これまで５年間ずっとキャンプを受けてきました。その関係

で、昨年はコロナの関係で中止になりましたが、今年度１１月に

全国ランキングの大会を開催するという形で、そのご縁をスポー

ツコンベンションに活用したいということで考えております。 

また、選手団からは、御礼に行きたいというようなお話もいた

だいておりますので、その辺については今後、協会と調整を図っ

ていきたいと担当課としては考えております。 

 

カメルーンにつきましても、大変喜んでいただいたと伺ってお

ります。 

その他についてお願いします。 

 

次回、９月期の定例教育委員会の日程についてでございます

が、９月２４日金曜日１３時３０分から勉強会、１５時から定例

教育委員会でお願いしたいと思います。以上でございます。 

 

９月の定例教育委員会は、９月２４日金曜日午後１時半から勉

強会で、午後３時から定例教育委員会ということでございます

が、よろしいでしょうか。 

それではそのようにお願いいたします。 
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ほかに何かございませんか。 

ないようですので、以上で８月期の定例教育委員会を閉会いた

します。お疲れさまでした。 

 

 

終了時刻：午後３時４８分 

 


